

























































漢字使用率 彰考館甲本 彰考館乙本 書陵部本 承空本
第一部かな 94.91％ 9461％ 93.07％ 93.74％
第一部漢字 5.09％ 5.39％ 6.93％ 626％
第二部かな 9235％ 9226％ 9231％ 9317％
第二部漢字 7.65％ 7.74％ 7.69％ 6.83％
全体かな 9440％ 9414％ 9291％ 93.62％



































源氏物語 平均 最大 最ﾉ１、
全体 8.8％
江戸 12.7％ 15.0％ 7.8％
室町 9.3％ 15.5％ ４７％





















































異なり数 彰考館甲本 彰考館乙本 書陵部本 承空本
第一部漢字 7１ 7３ 7９ 6０
第二部漢字 3０ 3０ 3５ 2６































































































































































字 人 」 し、 物 御 給 事 女 入 返 Ｈ 君 身 一一一 中 111`｡、 家 月 見 七 地 程 火
用数 3７ ４ 1２ 1７ １ 1１ ０ ３ ８ ８ ５ ７ ５ ６ ２ ０ ４ ６ １ ３ １ １ １
乙 用数 3 ４ 1２ 1８ １ １１ ０ ３ ８ ７ ７ ５ ７ ２ ４ １３ ４ ２ １ １ ０
書 4０ 2 1９ 1２ 1１ 1１ 1０ 1０ 1０ ９ ７ ７ ６ ６ ６ ５ ４ ４ ４ ４ ４ ３ ３
4０ 2４ 2１ 1２ ９ 1１ 1１ １０ 1４ ９ ８ ７ ６ ５ ６ ６ ０ ３ １ ４ ３ ５ ３ ３
空 経 一一口 佐 尺 春 梢 上 申 水 瀬 千 霜 大 誰 男 丁 鳥 ﾉｉＬ、 廿 納 兵 法
１ １ ０ １ ２ ０ ０ 1 ０ ０ ０ ０ ７ ０ ０ ０ ０ １ 1 １ １ １ １
１ １ ０ １ ２ ０ ０ 1 ０ ０ ０ ０ ７ ０ ０ ０ ０ １ １ 1 １ １ １
１ １ １ １ １ １ 1 １ １ １ 1 １ １ １ １ １ １ 1 １ １ １ １
１ １ １ １ １ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １ 1 １ １ １ １
命 木 野 芸IｉｉＩｌｌ )|’ 学 石 煙 王 華 侍 首 帳 堂 内 文 味 屏 成 浪
０ ０ １ ２ ０ ２ ２ １ １ １ 1 １ １ １ １ １ １ １ １ 1 １ ０ ０
1 ２ １ ２ ２ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ １ １ １ １ １
１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
漢字 給 大 侍 」 し、 一一一 事 殿 物 女 臣 日 入 右 家 我 顔 許 玉 国 時
甲使用数 1９ 1１ ６ ５ ６ ０ ０ ４ ２ ０ ０ ２ ３ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ １
乙 用数 1９ 1１ ６ ５ ６ ０ １ ４ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ３ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ １ １
用数 １２ 1０ ６ ５ ５ ４ ３ ３ ３ ３ ２ ２ ２ ２ ２ １ １ １ １ １ １ 1 １
用数 1２ 1０ ６ ５ ５ ４ ３ ３ ３ ３ ２ ２ ２ ２ ２ １ ０ 1 0 ０ ０ ０ 1
七 車 出 所 世 成 中 返 夜 有 見 文 学 後 今 幸 田`し、 相 又 名
１ １ ０ ０ １ ０ １ １ ２ ０ ５ ３ ２ １ １ １ １ 1 1 １ 1
１ ０ １ １ ２ ０ ６ ３ ２ 1 １ １ １ ０ １ １ １
１ １ １ １ １ 1 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０


















































彰甲 彰乙 書陵 承空 漢字 用例 品詞
○ ○ ○ ○ －尺 名
○ ○ ○ ○ －人 名
○ ○ －日 名
○ ○ －首 名
○ ○ ○ ○ 右 右大臣 名
○ ○ ○ ○ 衛 兵衛 名
○ ○ ○ ○ 火 火 名
○ ○ ○ ○ 願 願 名
○ ○ ○ ○ 給 給ふ(四段） 動
○ ○ ○ ○ 給 の給ふ 動
○ ○ 給 うけ給はる 動
○ ○ ○ ○ 君 君 名
○ ○ ○ ○ 君 大君 名
○ ○ 君 中の君 名
○ ○ 君 中君 名
○ ○ 君 三の君 名
○ ○ 君 三君 名
○ ○ 経 法花経 名
○ ○ 経 法華経 名
○ ○ ○ ○ 月 月 名
○ ○ ○ ○ 月 月夜 名
○ ○ ○ ○ 見 見る 動
○ ○ 見 見ゆ 動
○ 見 見す 動
○ ○ ○ 見 見つく 動
○ ○ 見 かいま見 名
○ ○ ○ ○ 一一にＩ 大納言 名
○ ○ ○ ○ 御 御 接頭
○ ○ ○ ○ 昨 昨日 名
○ ○ ○ ○ －－－▲ 三人 名
○ ○ ○ ○ 一一▲￣ 三四人 名
○ ○ ○ ○ ＝￣ 三四日 名
○ ○ ○ ○ ＝￣ 三七日 名
○ ○ ○ ○ 三 _ﾕー 名
○ ○ ○ ○ －－－ 三年 名
○ ○ ＝￣ 三の君 名
○ ○ 一一￣ 三君 名
○ ○ ＝￣ 三日 名
○ ○ ＝￣ 三昧堂 名
○ ○ 山 名
○ ○ ○ ○ 山 いもせの山 名
○ ○ ○ ○ 山 いもせ山 名
○ ○ ○ ○ 四 三四人 名
○ ○ ○ ○ 四 三四日 名
○ ○ 四 四七Ⅱ 名
○ ○ ○ ○ 子 子 名
○ ○ ○ 田‘し、 ふ 動
○ `恩ひ出づ 動
○ ○ ○ 田』し、 恩ひ知る 動
○ ○ 田』し、 思ひ嘆く 動
○ ○ ○ ○ 田JcA、 思ひをり 動
○ ○ 事 事 名
○ ○ 事 ひか事 名
○ ○ 事 なに事 名
○ ○ ○ ○ 事 返事 名
○ ○ 侍 侍り 動
○ ○ 侍 内侍 名
○ ○ ○ ○ 時 時 名
○ ○ 時 時／、 副
○ ○ ○ ○ 七 七日 名
○ ○ ○ ○ 七 三七日 名
○ ○ 七 四七[Ｉ 名
○ ○ ○ ○ 尺 ～尺 接尾
○ ○ ○ ○ 春 春 名
○ ○ ○ ○ 所 所 名
○ ○ 所 所 名
○ ○ ○ ○ 女 女（をんな） 名
○ ○ 女 女(むすめ） 名
○ ○ ○ ○ 」 し、 」 し、 名
○ ○ ○ 〃 し、 心地 名
○ ○ 』 し、 〃 し､ち 名
囿囮囿囿囮國囮囮囮囮囮囮囮囮囮囮國囮囮囮囮囮回回囮囮団
一一 一一一一 一一一 一一一 』 』垂』四国 一一一一一一 一二一』』一 一一一一一一一』』』一一一一 回囮囮囮四囲一豆一一一
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○ ○ ○ 道 道中 名
○ 道 道あひ人 名
○ ○ ○ ○ ￣＝￣■￣ 名
○ ○ ○ ○ 二人 名
○ ○ 二所 名
○ ○ 二なし 形
○ ○ ○ ○ 廿 廿 名
○ ○ ○ ○ 日 日 名
○ ○ ○ ○ 日 ～日 接尾
○ ○ ○ ○ 日 昨日 名
○ ○ ○ ○ 年 ￣～年 接尾
○ ○ ○ ○ 納 大納言 名
○ ○ ○ ○ 物 物 名
○ ○ 物 物し 形
○ ○ 物 物を 名
○ 物 うす物 名
○ ○ 物 すき物 名
○ ○ 物 物わすれ 名
○ ○ 物 物さはかし 形
○ ○ 物 物語 名
○ ○ ○ ○ 物 物かたり 名
○ ○ ○ ○ 兵 兵衛 名
○ ○ 返 返し 名
○ ○ ○ ○ 返 返事 名
○ ○ ○ ○ 返 返る 動
○ ○ 返 返ふ 動
○ ○ 返 つくり返ふ 動
○ ○ ○ ○ 返 返 名
○ ○ 法 法花経 名
○ ○ 法 法華経 名
○ ○ ○ ○ 又 又 副
○ ○ 木 木丁 名
○ ○ 木 木さき 名
○ ○ ○ ○ 夜 夜 名
○ ○ ○ ○ 夜 月夜 名
○ ○ ○ ○ 夜 夜ﾌﾟ、 名
○ ○ ○ ○ 夜 夜ふかし 形
○ ○ 夜 夜かれ 名
○ ○ 花 法花経 名
○ ○ ○ 花 花たちはな 名
○ 花 花橘 名
○ ○ 語 物語 名
○ ○ 歌 歌 名
○ ○ 我 我 代
○ ○ 帰 帰る 動
○ ○ 行 行く 動
○ ○ 佐 (兵衛）佐 名
○ ○ 使 使 名
○ ○ 色 さくら色 名
○ ○ 色 色々 名
○ ○ 』 し、 心み 名
○ ○ 』 し、 」し､きも 名
○ ○ ’し、 心つかひ 名
○ ○ 』 、し、 心ゆく 動
○ ○ 」L、 心うし 形
○ ○ ○ ○ 申 lPl]す 動
○ ○ ○ ○ 神 神 名
○ ○ 神 石神 名
○ ○ 臣 大臣 名
○ ○ ○ ○ 臣 右大臣 名
○ ○ 臣 大臣殿 名
○ ○ ○ ○ 身 身 名
○ ○ ○ ○ 人 人 名
○ ○ ○ ○ 人 人／、 名
○ ○ ○ ○ 人 人き 、 名
○ ○ ○ ○ 人 むかし人 名
○ ○ ○ ○ 人 入にくし 形
○ ○ ○ ○ 人 ～人 接尾
○ ○ １１ｔ 世 名
○ ○ 世 世中 名
○ ○ 世 １ftの中 名
○ ○ 世 のちの世 名
○ ○ 世 後世 名
○ ○ ○ ○ 大 大かく 名
○ ○ 大 大学 名
○ ○ 大 大臣 名
○ ○ 大 大臣殿 名
○ ○ ○ ○ 大 右大臣 名
○ ○ ○ ○ 大 大納言 名
○ ○ ○ ○ 大 大君 名
○ ○ 大 大殿 名
○ ○ 大 大王 名
○ ○ 大 大し 名
○ ○ ○ 地 心地 名
○ ○ ○ 地 こ、地 名
○ ○ ○ ○ 中 中 名
○ ○ ○ 中 道中 名
○ 中 みち中 名
○ ○ ○ ○ 中 中／、 名
○ ○ 中 世中 名
○ ○ 中 世の中 名
○ ○ 中 中の君 名
○ ○ 中 中君 名
○ ○ ○ ○ 程 程 名
○ ○ 殿 殿 名
○ ○ 殿 大殿 名
○ ○ 殿 大臣殿 名
○ ○ 殿 しむ殿 名
○ ○ ○ ○ ﾉ:と､ ﾉに､ 名
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○ ○ 今 今 Fil］
○ ○ 華 法華経 名
○ ○ 石 石神 名
○ ○ 州 宰相 名
○ ○ 王 大王 名
○ ○ 煙 煙 名
○ ○ 味 堂 名
○ ○ 文 文 名
○ ○ 文 文まき 名
○ ○ 後 後世 名
○ ○ 帳 '帳 名
○ ○ 屏 屏 名
○ ○ 宰 宰相 名
○ ○ 学 大学 名
○ ○ 契 契 名
○ ○ 堂 昧堂 名
○ ○ 名 名 名
○ ○ 初 初 名
○ ○ 几 几帳 名
○ ○ 内 内侍 名
○ ○ ○ 雲 ～う き雲 名
○ ○ ○
一根 名
○ ○ ○ 河 河 名
○ 河 いもせ河 名
○ ○ ○ 家 家 名
○ ○ ○ 夢 夢 名
○ ○ ○ 国 国 名
○ ○ ○ 車 車 名






○ ○ 水 水 名
○ 瀬 ふち瀬 名
○ ○ 丁 丁 名
○ ○ 入 る（四段） 動
○ ○ 入 入る(下二段） 動
○ ○ 入 とり 動
○ ○ 入 かき 動
○ 野 よし野 名
○ )|’ いもせ川 名
○ )|’ よしの、１１１ 名
○ ひ鳥 千鳥 名
○ 顔 えたり顔 名
○ 霜 霜 助
○ 鉾 玉鉾 名
○ 許 許 助
○ 空 空なり 形動
○ 玉 玉鉾 名
○ 玉 玉しゐ ｺﾞiZi
○ 消 消ゆ 動
○ 橘 花橘 名
○ 有 有 動
○ 命 命 名
○ 千 千鳥 名
○ 出 出づ 動
○ 上 上 名
○ 男 男 名
○ 誰 誰 代
○ 浪 おほつか浪 形
○ 成 成 助動
○ 成 成る 動
○ ○ 首 首 接尾
品詞 全体 甲本 乙本 書陵
名詞 181 1 23
動詞 2 １ 2４ 1
形容詞 ７ ２ ３ ６ ６
動詞 1 ０ ０ １ ０
代名詞 ２ ０ ０ ２ １
副詞 ３ ２ ２ ２ ２
助詞 ２ ０ ０ ２ ０
動詞 １ ０ １ ０ ０
接頭語 1 １ １ １ 1
尾語 ５ ５ ５ ４ ４
231 143 １ 170 138
五結
本稿では、『篁物語」の新資料である承空本を含め、これまでこの作品の研究
の中心にあった書陵部本、彰考館本甲本・乙本の`性質や相対的な関係性を考える
べく、主に漢字使用の面から調査と考察を行ってきた。引き続き、日本語史上の
事実を睨みながら、この作品の成立年代や本文研究を課題としていく。ここでは
その基礎となるデータや資料を提示し、その事実から考えられる解釈をいくつか
指摘した。大方のご批正を賜れば幸いである。
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